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◇◆◆◇ 岩手県県南広域振興局 ◇◆◆◇ 

岩手・宮城県際広域観光推進研究会 

『南いわて・北みやぎ観光ガイドブック』 

を作成しました 

 

 岩手・宮城県際広域観光推進研究会（平成

22 年６月発足、事務局：県南広域振興局経営

企画部）の取組として、『南いわて・北みや

ぎ観光ガイドブック』を作成しました。 

 このガイドブックでは、既存の観光名所の

ほか、東日本大震災で被災し復興に向け前進

している沿岸地域の近況も掲載しています。 

 なお、被災地においては、今後復興事業の

進捗に伴い、掲載内容が変化していくと想定

されますので、今回のガイドブックは『復興

応援版』として作成しています。 

 ガイドブックは、岩手・宮城両県の振興局

等をはじめ、研究会に参加している市町及び

観光協会等が連携して作成したものです。 

 

 

 

 

 

 

 ガイドブックは、本研究会ホームページ

（http://www.pref.iwate.jp/~hp2516/）から

ご覧になることができます。 
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◇◆◆◇ 岩手県沿岸広域振興局経営企画部 

       大船渡地域振興センター ◇◆◆◇ 

『三陸・けせん観光物産フェア』開催！ 

 

６月 15 日（金）・16 日（土）の２日間、

気仙地方の特産品を展示販売する「三陸・け

せん観光物産フェア」が東京・銀座のいわて

銀河プラザで開かれ、大震災からの復興の状

況と夏季の行楽シーズンの観光情報を首都圏

にアピールしました。 

 

 

三陸・けせん観光協議会が主催し、13 回目

の開催となる今回のフェアでは、気仙地域の

観光・行政関係者が販売スタッフとして参加

し、大船渡つばき娘や住田町の五葉山火縄銃

鉄砲隊、岩手県の観光ＰＲキャラクター「う

にっち」が観光チラシを配布するなど、フェ

アを盛り上げました。 

 

 

大船渡市のワカメやサンマの蒲焼、陸前高

田市の醤油や生しいたけ、住田町の鶏ハラミ

など、海産物を中心に約 60 種類の特産品が販

売され、来場者は試食しながら気仙の逸品を

買い求めていました。また、陸前高田市の「奇

跡の一本松」グッズなどの復興関連商品も人

気を集めました。 

今回のフェアでは、来店したお客様に七夕

の短冊にメッセージを書いていただき、気仙

地方の“七夕まつり”などに飾る「復興に願

いを込めた短冊づくり」を行ったところ、首

都圏の気仙ファンの皆様方から、熱いメッセ

ージが数多く寄せられ、気仙復興への大きな

期待を感じました。 

 

  

■問い合わせ先 

三陸・けせん観光協議会 

電話 0192-21-1922 

 

◇◆◆◇ 宮城県東部地方振興事務所 

            登米地域事務所 ◇◆◆◇ 

登米・南三陸 Festival がオープンしました！ 

 

 平成 24 年７月８日（日）に登米市迫町佐沼

の七福通りに，登米市や南三陸町の観光と物

産の交流施設「登米・南三陸観光物産・震災

復興支援センター（登米・南三陸 Festival(フ

ェスティバル)）」がオープンし，多くの買い

物客で賑わいました。 

 この施設は，被災した事業者への支援を行

い，併せて商店街の活性化につなげたいとい

う強い思いから実現した施設です。 
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館内には，両市町の農畜産物や海産物，加

工品などの地場産品が並べられ，ゆったりと

したスペースで買い物ができます。また，災

害救援物資備蓄倉庫も備え，災害等が発生し

た場合にも対応できます。 

営業時間は，午前 10 時から午後７時まで，

年中無休です。皆さん，是非，お越しくださ

い。 

■問い合わせ先 

 登米・南三陸 Festival(ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ) 

電話 0220-23-9227 

 

仙台・宮城【伊達な旅】春キャンペーンイベントを

開催しました！ 

 

 仙台・宮城【伊達な旅】春キャンペーンが，

平成 24 年４月から６月まで宮城県内全域で開

催されました。登米エリアでは，４月 28 日か

ら 30 日に「登米風土博覧会 2012」を開催し，

４月 21 日，22 日，28 日，29 日，30 日には，

「花の名所を巡る周遊バス」を運行し，好評

のうちに終了しました。 

 また，６月には登米市登米町を散策しなが

ら，観光施設や飲食店等をめぐりビンゴに応

募できる「とよま町ビンゴスタンプラリー（ぐ

るり）」が開催されました。 

周遊による交流人口の拡大と地域の連携強

化，地域の魅力向上を目的に行われ，当選者

には登米産牛やハム・ソーセージ，油麩など

の地場産品が贈呈されました。  

 平成 25 年４月から６月には，仙台・宮城デ

スティネーションキャンペーンが開催されま

す。登米エリアに多くのお客様にお越しいた

だけるよう様々な企画を検討してまいります。 

 

■問い合わせ先 

 宮城県東部地方振興事務所登米地域事務所 

地方振興部 商工・振興班 

電話 0220-22-6112 

 

◇◆◆◇宮城県気仙沼 

地方振興事務所◇◆◆◇ 

「南三陸町学びのプログラム」 

南三陸町では, 多くのものを奪った東日本

大震災から, 町民の方々が学んだ生命の尊さ, 

自然災害の脅威, それらを共に考えながら安

心安全な未来へ繋げる「南三陸学びのプログ

ラム」の取組が行われています。 

「南三陸学びのプログラム」では, 語り部

ガイドの皆様から震災当時の体験談を聞くこ

とができ, 南三陸町内の東日本大震災で浸水

した地域の視察などもすることができます。 

震災を風化させず, 次世代に安心・安全な

未来を受け継いていくことを目的に「南三陸

町学びのプログラム」は行われています。 

 

※要予約 

■問い合わせ先 

 一般社団法人南三陸町観光協会 

 電話：0226-47-2550 
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◇◆◆◇ 岩手県県南広域振興局 ◇◆◆◇ 

岩手・宮城県際広域観光推進研究会 

ホームページに『イベント情報』を追加 

 

 岩手・宮城県際広域観光推進研究会ホーム

ページ「南いわて・北みやぎ観光サイト案内

所」（http://www.pref.iwate.jp/~hp2516/）

に、新コンテンツとして『イベント情報』を

追加掲載しました。 

 ここでは、県際地域で開催される各種イベ

ントを月毎に紹介し、広くＰＲすることを目

的としています。 

 是非ご覧ください。 

 

 

全国地ビールフェスティバル in 一関開催 

 

 毎年恒例の「全国地ビールフェスティバル

in 一関」が開催されます。 

 今回は 15 回記念として、記念グラス付のプ

レミアムチケット（3,000 円）も 300 枚限定

で販売されています。 

 今年は、過去最多となる国内 69 社と海外３

社の計 72 社が参加し、盛大に開催されます。 

 

 全日本エレキ音楽祭も同時開催されますの

で、音楽を聴きながら地ビールを楽しめるイ

ベントです。是非おいでください!! 

■開催日時 

 ８月 24 日（金）午後５時 30 分～午後８時 

 ８月 25 日（土）午前 11 時～午後８時 

 ８月 26 日（日）午前 11 時～午後６時 

■場 所 

 一関文化センター前広場 

■問い合わせ先 

 (社)一関観光協会 ℡0191-23-2350 

 一関市商業観光課 ℡0191-21-8413 

 いち旅! http://www.ichitabi.jp/ 

 

 

◇◆◆◇ 岩手県沿岸広域振興局経営企画部

大船渡地域振興センター ◇◆◆◇ 

「三陸・大船渡夏まつり」2 年ぶりに開催！ 

 

昨年度中止された「三陸・大船渡夏祭り」

が、８月３日（金）・４日（土）の２日間、

東日本大震災津波の災禍を乗り越え、２年ぶ

りに岩手県大船渡市内で開催されます。 

震災の影響で一昨年前までの主会場だった

茶屋前岸壁が地盤沈下のため使用できないこ

とから、今年度は主会場を野々田埠頭などに

変更して行われることになりました。 

当日は、花火大会、海上七夕船団の湾内巡

イベント情報など 
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航、市民道中踊り、歌謡ショーなどが賑やか

に行われます。 

メインイベントの花火大会では、早期復興

の願いを込めた約 5,000 発の花火が海上沖合

いから打ち上げられ、夜空を彩ります。この

ほかに市民協賛花火として「ナイアガラの滝」

などの仕掛け花火も計画されています。 

市民道中踊りは、「おおふなと夢商店街」

と「復興屋台村」を結ぶ市道で舞われます。 

東北最大級の海の祭典として県内外から多

くの観光客が訪れるイベントです。復興に向

けて立ち上がる勇気を与え、大船渡市民の全

開パワーを発信する祭典となりますので、皆

様ぜひお越しください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■開催日時 

 平成 24 年８月３日（金）～４日（土） 

 【花火大会】 

  ８月４日（土）20：00～（小雨決行） 

■場 所 

 大 船 渡 市 大 船 渡 町

野々田岸壁付近、おお

ふなと夢商店街周辺 

■問い合わせ先 

 三陸・大船渡夏まつ

り実行委員会（大船渡

商工会議所内） 

 電話 0192-26-2141 

 

 

 

 

 

「復興 陸前高田うごく七夕まつり」 

「気仙町けんか七夕まつり」開催！ 

 

岩手県陸前高田市の夏の風物詩である「復

興 陸前高田うごく七夕まつり」と「気仙町け

んか七夕まつり」が、ともに８月７日（火）

に行われます。 

「うごく七夕まつり」は、陸前高田市の高

田町内を中心とした 12 の祭組が、それぞれ趣

向を凝らして製作した山車を、伝統の七夕ば

やしと「ヨイヤサアー」の掛け声を響かせな

がら運行するまつりです。 

昨年度は大震災による壊滅的な被害の中、

山車３台で行われましたが、今年度は全国か

ら支援をいただき、運行する山車の数が倍増

し６台となりました。 

８月６日（月）には「前夜祭」が行われ、

山車を出さない祭組のお囃子も演奏される予

定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「気仙町けんか七夕まつり」は、陸前高田

市気仙町今泉地区の象徴として、約 900 年間

受け継がれてきました。 

 杉の丸太を山車にくくりつけ、山車と山車

をぶつけ合う勇壮なお祭りで、太鼓の乱れ打

ちとともに、山車が激しくぶつかり合い、マ

メができるまで山車のロープを引っ張り合い

ます。 

 今泉地区は、大震災で 98％以上の家屋が全

半壊し、昨年度のまつりでは、流失を免れた

山車１台のみで運行しました。 



 - 6 -

 今年度は、それから１年がかりで準備を進

め、山車１台が新調されたことから、一昨年

来の山車２台による激しい「けんか」が復活

します。 

 また、７月 25 日から、ロンドンオリンピッ

クに合わせて開催された「ジャパンフェステ

ィバル 2012 in LONDON」に、気仙町けんか七

夕太鼓保存会メンバー16 名が招待参加して、

国内外から寄せられた支援に対する感謝の心

を込めた太鼓演奏を披露し、全世界に向けて

気仙の七夕まつりの魅力を発信しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これらの鎮魂の思いを込めた、陸前高田市

の「象徴であり宝」である２大祭典のエネル

ギーを体感しに、皆様もぜひ会場へお越しく

ださい。 

 

■開催日時と場所 

 平成 24 年８月７日（火） 

 【うごく七夕】10:00 頃と 19:00 頃に山車

が高田町大町地区に集結予定。 

【けんか七夕】10:00 頃に運行開始、14:00

頃「けんか」予定。夜の部は、

18:00～20:30（けんか有り） 

■問い合わせ先 

 陸前高田市観光物産協会 

 電話 0192-54-5011 

 

 

 

 

◇◆◆◇ 宮城県北部地方振興事務所 

     栗原地域事務所 ◇◆◆◇ 

「くりでん乗車会」開催！ 

 

 平成 19 年に惜しまれつつ廃線になったくり

はら田園鉄道(通称：くりでん)が、「くりで

ん乗車会」で再び走り出しています。 

 

この乗車会では、当時運行されていた車両

に乗って、旧若柳駅から石越方面への約 500m

を往復します。 

また、復元された旧駅舎や、営業当時活躍

していた車両・建物等が展示されており、「く

りでん」が活躍した当時の雰囲気を感じるこ

とができます。展示・運行されている「くり

でん」たちの車体は、レトロな配色はそのま

まに、今年塗装し直され、新しい装いで皆さ

んをお迎えしています。 

 木の温もりにあふれた懐かしい内装や、車

窓に広がる栗原の田園風景を楽しめる「くり

でん」に、皆さんで乗ってみませんか。 
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■開催日 

 平成 24 年 6 月から 11 月までの第 2 日曜日 

（6 月 10 日、7 月 8 日、8 月 12 日、9 月 9 日、

10 月 14 日、11 月 11 日） 

■運行時間 

 午前 10 時から午後 2 時 30 分まで 

(30 分ごと計 8 便運行) 

 

 

■場所 

 旧くりはら田園鉄道 若柳駅 

(〒989-5501 宮城県栗原市若柳字川北塚ノ根

17-24) 

■料金 

200 円の運行協力金をお支払いください。

(未就学児は無料) 

■問い合わせ先 

 栗原市企画部企画課 

電話 0228-22-1125 

■栗原市 HP くりでん乗車会詳細 

http://www.kuriharacity.jp/index.cfm/1

,2388,26,1,html 

 

◇◆◆◇ 宮城県東部地方振興事務所 

         登米地域事務所 ◇◆◆◇ 

長沼はすまつりが開催されます 

 

登米市迫町の長沼で「長沼はすまつり」が

開催されます。 

期間中は湖上遊覧船が運航され、湖面いっ

ぱいに広がる“はすの花”を船上から堪能す

ることができます。“はすの花”は朝開き、

夕方にかけてしぼんでいくため午前中が見頃

です。 

はすの花に癒されながらの遊覧を是非お楽

しみください。 

 

 

■時期 

8 月 1 日（水）～31 日（金） 

※はすの状況により早期に終了する場合があ

ります。 

■船上受付 

登米市迫町・長沼 兵粮山
ひょうろうやま

公園 

■時間 

9：00～16：00（最終乗船 15:30） 

■料金 

  個人：一般 700 円、小学生 500 円、園児 300

円 

団体：一般 600 円、小学生 400 円 

    (団体割引は 10 名以上） 

■問い合わせ先 

 (社)登米市観光物産協会 

電話 0220-52-4648 

 

◇◆◆◇ 宮城県東部地方振興事務所 

         登米地域事務所 ◇◆◆◇ 

2012 もっこり牛まつりが開催されます 

 

おいしい地元産のもっこり和牛が味わえる「も

っこり牛まつり」が登米市南方中央運動広場（南

方総合支所前）で開催されます。 

もっこり和牛とは，もち米を加えた飼料で飼育

午前 10:00 10:30 11:00 11:30
午後 13:00 13:30 14:00 14:30
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されたこの町特産の和牛です。     

このイベントの目玉である『もっこり和牛の丸焼

き』は、前夜からじっくり焼き上げ、約 1,000 人分

の牛肉が無料で振舞われる人気のコーナーとな

っています。会場内には炭火や網などが無料で

用意されており、その場で焼き肉を楽しむことも

できます。 
是非，お越しください。 

 

 

 

■日時 

  ８月 14 日（火） 

■時間  

午前 10 時～午後 4 時 

（丸焼き無料試食は、午前 11 時） 

■場所 

 登米市南方中央運動広場（南方総合支所前） 

■問い合わせ先 

登米市南方総合支所 

電話 0220-58-2111 

ＪＡみやぎ登米南方営農センター 

電話 0220-58-2311 

 

◇◆◆◇宮城県気仙沼 

地方振興事務所◇◆◆◇ 

「第６１回気仙沼みなとまつり」 

 

 ８月 11 日(土)と 12 日（日）の２日間, 震

災の影響により昨年は中止となった「気仙沼

みなとまつり」が２年振りに開催されます。 

 １日目は, 「海上打ち上げ花火」や海のね

ぶた「海上うんづら」, 灯篭流し, ２日目は, 

田中前地区の大通りを会場に, 多くの市民が

参加する街頭パレードや熱気溢れる「はまら

いんや踊り」などが予定されています。 

 皆さんぜひお越しください。 

 

 

■会場 

 ８月 11 日（土） 内湾地区 

 ８月 12 日（日） 田中前地区大通り 

■問い合わせ先 

 気仙沼みなとまつり委員会（気仙沼商工会

議所内） 

 電話 0226-22-4600 

 

 


